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人　自然　歴史が調和した活力あふれるまち　酒々井

　桜の花が見ごろを迎えた４月９日、町内の小学校で入学式が行われ、酒々井小学校に
８８人、大室台小学校（写真）に９９人の新入生が入学しました。また、４月６日には
酒々井中学校に１６３人の新入生が入学しました。
　まだ少し大きいランドセルや制服に身を包んだ新１年生は、緊張しながらも自分の名
前が呼ばれると、「はいっ」と元気よく返事をしていました。（関連記事15ページ）

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数4月１日現在（前月比）　 人口21,167人（－5）　男10,667人（－3）　女10,500人（－2）　世帯数9,097世帯（＋37）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口279人　 男129人　女150人　世帯数99世帯

主な新規事業、放射線量測定結果等、町職員・教職員人事異動、副町長就任、行政相

談、中央公民館月曜開館、住宅リフォーム補助金制度、特定健康診査、家具転倒防止

器具等取付費補助金、救急医療情報キット、災害時要援護者名簿登録制度、(仮)地域

福祉計画策定委員会の委員募集

軽自動車税の納付・減免、自動車税の納付、国民年金保険料、有害鳥獣捕獲駆

除、暴力団のいないまちづくり、住民公益活動支援事業、ゴミゼロ運動、赤十字

運動月間、参加募集他

元気な返事が体育館に響きました元気な返事が体育館に響きました
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　江戸時代に栄えた旧酒々井宿を

「酒々井町の顔」として、「酒々井

町役場入口」交差点周辺を対象に景観に配慮した

歩道帯の設置等、町並みの保存・整備を行います。

　先の大震災の教訓を踏まえ、町地域防災計画の

見直しを行います。

　また、屋外の防災無線放送が聞き

づらい場合など、町の防災無線とラ

ジオ放送が受信できる「防災ラジオ」を有償配付

します。なお、高齢者世帯などへは無償配付を予

定しています。

　子ども医療費助成については、

小学校６年生まで町独自に助成

を拡充していますが、さらに今

年４月診療分から中学生の入院費を助成対象と

して拡大します。自己負担額は従来どおり１回

２００円として、子どもの保健の向上と保護者

の経済的負担の軽減を図ります。

　新たに町単独で保育園での外国

語（英語）指導を始めます。

　また、小・中学校における学習枠

の拡大に加え、中学生をオーストラリアに派

遣するなど、保育園・小・中学校が連携して国

際社会にふさわしい人材の育成に努めます。

　７５歳以上の方等で構成

される非課税世帯に対し、

家具等の転倒防止器具取付

費の一部（上限１万円）を

補助します。

　昭和５６年５月３１日以前に建築・着工された

木造戸建て住宅の耐震化を促進す

るため、木造戸建て住宅の耐震診

断および耐震改修工事に係る費用

の一部に対し補助金を交付します。

　妊娠はするものの流産を繰り

返してしまうなどの「不育症」

で治療を受けている夫婦に治療費を助成し、

経済的負担を軽減します。

　大室台小学校に学校と地域ボランティアの

調整役であるコーディネータ

ーを配置するとともに、活動

拠点となる地域ルームを設置

し、学校支援を行います。

　７５歳以上の方等で構成される世帯に対し、か

かりつけ医療機関や持病等、救急時に必要な情報

を保管する救急医療情報キットを配付します。

　社会福祉法人が実施する施設（特別養護老人

ホームエコトピア酒々井）の増築に対し補助を行

い、社会福祉施設の整備を図るとともに、入所待

機者の解消を目指します。

　保健センターに「ことばの教室」

を開設し、就学前までの子どもを対

象に個別の相談と指導を行うことで

ことばの発達を促します。

　小・中学校にエアコンを設置し、快適で健やか

に育つ学校環境整備を図ります。なお、工事は夏

休み期間に集中して行います。（H23 補正予算）

　高齢者の介護支援ボランティア活動による地域

貢献を積極的に支援することで、高

齢者自身の健康増進を図り、介護予

防を推進するため、ボランティア活

動を行う高齢者に対してポイントを

付与する「介護予防支援ボランティ

ア制度」の導入を進めます。

●まちの顔づくり推進事業

●防災計画の見直しと防災ラジオの配付

●子ども医療費助成を拡大

●外国語教育の充実

●家具転倒防止器具等取付費補助事業

●木造戸建て住宅耐震改修促進事業

●不育症治療費助成を開始

●学校教育支援促進事業

●救急医療情報キット配付事業

●社会福祉施設等整備費補助事業

●ことばの教室を開始

●小・中学校にエアコンを設置

●介護ボランティア制度の導入

まちづくり

安全・安心

子育て・母子保健

教　育

高齢者

酒々井町
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　町では、福島第一原子力発電所の事故による放射線量に

ついて、測定を継続して実施しています。

　昨年末に町内の公共的な施設 103 施設および通学路の

測定を実施した際に、一部の施設で「酒々井町高放射線量

低減対策対応方針」の基準値である地上 50 センチメート

ルで 1 時間あたり 0.23 マイクロシーベルトを超える数値

が測定されました。

　この結果を受け、1 月中旬に再度測定を行い、その結果

が 0.23 マイクロシーベルを超えていないことを広報 2 月

号でお知らせしました。

　また、2 月末にも再度測定を行ったところ、0.23 マイク

ロシーベルトを越える数値は測定されませんでした。

　町では、今後も継続して測定を行い、その結果をホーム

ページや広報などでお知らせしていきます。

問い合わせ　経済環境課環境班☎ ３４２・３４４

　県では、県内農産物の安全確認を行うため、国の協力

を得ながら放射性物質検査を実施しています。

　酒々井産農産物の分析結果は、全て不検出（定量下限

値未満）でした。

　また、土壌の検査を水田で実施したところ、放射性セ

シウム 134 が 100 ベクレル、137 が 150 ベクレルで、合

計値は 250 ベクレルでした。（表２参照）

暫定規制値　野菜（放射性ヨウ素 2,000 ベクレル／ kg　放射性セシウム 500 ベクレル／ kg）、穀類（放射性セシウム 500 ベクレル／ kg）
※分析機関についてはタアサイが千葉県衛生研究所、水田が㈶九州環境管理協会、その他は㈶日本食品分析センター多摩研究所で実施。
なお、検出せずとは定量下限値未満であることを示します。　※カッコ内の数値が定量下限値。

※測定値の単位はマイクロシーベルト

　なお、たけのこ等については、生産者の方々に自主検

査で 100 ベクレル／㎏以下であることを確認できない場

合は、出荷を自粛するようお願いしています。

　また、県で 4 月 16 日にたけのこの検査をしたところ、

放射性セシウム 134 が 13.1 ベクレル、137 が 17.6 ベク

レルでした。詳しくは町ホームページをご覧ください。

問い合わせ　経済環境課農政振興班☎ ３４３

　町では、食品の放射性物質測定検査を実施するため、

学校給食センターに放射能測定器を導入しました。

　学校や保育園の給食で安全・安心な食の提供を行うた

め、今回導入した機器で給食に使用する食材の放射性物

質測定検査を実施していきます。

　なお、測定結果は町ホームページでお知らせします。

測定使用機器　ベルトールドテクノロジー社ガンマ線ス

ペクトロメーターＬＢ 2045

問い合わせ　学校給食については学校給食センター

☎（４９６）１１５１

　保育園の給食については岩橋保育園☎（４９６）

１６２５　中央保育園☎（４９６）１２７４

町内公共施設などを継続調査 ～ 放射線量の測定結果 ～

食品放射性物質測定検査を実施

＜酒々井産農産物等の放射性物質検査結果＞

H24.  5.  1 3

〈表１〉公共施設等における測定結果（平成 24 年 3 月）

〈表２〉酒々井産農産物等の放射性物質検査結果

測定場所 測定地点 測定値

役場正面玄関駐車場 地上50cm 0.09～0.20

酒々井ハーブガーデン 地上50cm 0.08～0.11

尾上浄水場 地上50cm 0.10～0.13

総合公園 地上50cm 0.08～0.12

酒々井小学校校庭 地上50cm 0.11～0.17

大室台小学校校庭 地上50cm 0.13～0.20

酒々井中学校校庭 地上50cm 0.09～0.20

中央保育園園庭 地上50cm 0.12～0.17

岩橋保育園園庭 地上50cm 0.11～0.17

昭苑幼稚園（保育園）園庭 地上50cm 0.09～0.15

酒々井幼稚園園庭 地上50cm 0.08～0.15

町内の街区公園（８か所） 地上50cm 0.09～0.17

採取日 品　　名 栽培状況 放射性ヨウ素１３１ 放射性セシウム１３４ 放射性セシウム１３７

11 月 22 日 ブロッコリー 露　地 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

12 月 14 日 大　根 露　地 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

 １月 11 日 白　菜 露　地 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

 2 月 ８日 ごぼう 露　地 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

2 月 15 日 タアサイ ハウス 検出せず（3.2 未満） 検出せず（4.8 未満） 検出せず（3.9 未満）

3 月 ７日 にんじん 露　地 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

12 月 ７日 大豆（穀類） 露　地 対象外 検出せず（20 未満） 検出せず（20 未満）

12 月 18 日 土壌（水田） 対象外 100 150
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（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）
石
川
智

▽
こ
ど
も
課
中
央
保
育
園
副
主
幹

（
こ
ど
も
課
中
央
保
育
園
主
査
）

磯
山
美
奈
子
▽
学
校
教
育
課
副
主

幹
（
産
業
課
主
査
）
岩
井
た
ま
子

■
４
級
職
（
主
査
）
の
異
動

▽
経
営
企
画
課
主
査
（
ま
ち
づ
く

り
課
主
査
）
草
野
浩
志
▽
財
政
課

主
査
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
伊
藤

雄
三
▽
経
済
環
境
課
主
査
（
産
業

課
主
査
）
佐
藤
高
信
▽
生
涯
学
習

課
主
査
（
社
会
教
育
課
主
査
）
酒

井
弘
志

■
４
級
職
へ
の
昇
格
（
主
査
）

▽
総
務
課
主
査（
総
務
課
副
主
査
）

小
那
木
功
▽
税
務
課
主
査
（
税
務

課
副
主
査
）
会
田
知
央
▽
経
済
環

境
課
主
査
（
産
業
課
副
主
査
）
山

田
伸
行
▽
上
下
水
道
課
主
査
（
上

下
水
道
課
副
主
査
）
稲
坂
勉

■
３
級
職
（
副
主
査
）
の
異
動

▽
住
民
課
副
主
査
（
社
会
教
育
課

副
主
査
）
大
坂
香
苗
▽
経
済
環
境

課
副
主
査（
生
活
環
境
課
副
主
査
）

木
村
信
哉
▽
経
済
環
境
課
副
主
査

（
産
業
課
副
主
査
）
宗
島
治
夫
▽

経
済
環
境
課
副
主
査
（
産
業
課
副

主
査
）
岡
田
和
憲
▽
経
済
環
境
課

副
主
査
（
産
業
課
副
主
査
）
莇
吉

弘
▽
生
涯
学
習
課
副
主
査
（
社
会

教
育
課
副
主
査
）
大
谷
真
一
▽
生

涯
学
習
課
副
主
査
（
社
会
教
育
課

副
主
査
）
中
山
聡

町
　
職
　
員

　４月 1 日付けをもちまして副町長

に就任いたしました。町長の補佐役

という大役、職責の重さを痛感し、

日々身の引き締まる思いです。

　現在、基礎自治体である市町村が

主役という地方分権が推進される

中、それぞれ地域の持つ魅力や資

源を活かしたまちづくり、自治体

経営が求められています。本佐倉城跡に象徴される歴

史と伝統を有する酒々井町には、さまざまな魅力が秘

められています。地域資源を輝かせ、そしてすべての

人たちがいきいきと安心して暮らせるクオリティの高

いまち「コンパクトシティ酒々井」を目指し、小坂町

長指揮のもと、誠心誠意取り組んでまいります。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

橋谷田さんが副町長に就任

橋
はし

谷
や だ

田　豊
ゆたか

さん

町
職
員
・
教
職
員
人
事
異
動

4



■
３
級
職
へ
の
昇
格
（
副
主
査
）

▽
税
務
課
副
主
査
（
税
務
課
主
任

主
事
）
髙

綾
子
▽
健
康
福
祉
課

副
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
任
保
健

師
）
神
﨑
史
帆
里
▽
経
済
環
境
課

副
主
査
（
生
活
環
境
課
主
任
主
事
）

岡
本
朋
樹
▽
経
済
環
境
課
副
主
査

（
産
業
課
主
任
主
事
・
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
派
遣
）
渡
辺

雅
弘
▽
ま
ち
づ
く
り
課
副
主
査

（
こ
ど
も
課
主
任
技
師
）
濱
上
英
恵

■
２
級
職
（
主
任
主
事
）
の
異
動

▽
総
務
課
主
任
主
事
（
中
央
公
民

館
主
任
主
事
）
鈴
木
研
也
▽
住
民

課
主
任
主
事（
税
務
課
主
任
主
事
）

岩
澤
雅
之
▽
経
済
環
境
課
主
任
主

事
・
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
派
遣
（
税
務
課
主
任
主
事
）
小

出
一
也
▽
生
涯
学
習
課
主
任
主
事

（
社
会
教
育
課
主
任
主
事
）鴇
﨑
健
雄

■
２
級
職
へ
の
昇
格（
主
任
主
事
）

▽
税
務
課
主
任
主
事
（
税
務
課
主

事
）
宮
坂
将
央
▽
税
務
課
主
任
主

事
（
住
民
課
主
事
）
髙
𣘺
秀
和
▽

生
涯
学
習
課
主
任
主
事
・
印
旛
郡

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
派
遣
（
社
会

教
育
課
主
事
・
印
旛
郡
市
文
化
財

セ
ン
タ
ー
派
遣
）

瀬
千
絵

■
１
級
職
（
主
事
）
の
異
動

▽
経
済
環
境
課
主
事
（
生
活
環
境

課
主
事
）
福
田
修
平

■
千
葉
県
教
育
庁
か
ら
派
遣

▽
学
校
教
育
課
長
（
白
井
市
立
清

水
口
小
学
校
）
池
田
幸
夫

【
退
職
】

▽
遠
藤
泉
（
総
務
担
当
参
事
）

▽
矢
部
雄
幸
（
民
生
担
当
参
事
）

▽
布
施
秀
夫
（
上
下
水
道
課
長
）

▽
菊
間
利
和
（
プ
リ
ミ
エ
ー
ル

酒
々
井
館
長
）
▽
齋
藤
喜
一
（
学

校
教
育
課
長
）
▽
石
井
八
仁
（
総

務
課
副
参
事
）
▽
神
﨑
三
郎
（
ま

ち
づ
く
り
課
副
課
長
）
▽
小
川
俊

夫
（
上
下
水
道
課
副
課
長
）
▽
鈴

木
正
道
（
生
活
環
境
課
副
主
幹
）

（
　
）
内
は
前
任
校
ま
た
は
転
出
先

〈
酒
々
井
小
学
校
〉

●
転
入

教
諭
・
相
川
智
子
（
八
街
東
小
）

鈴
木
理
恵
（
八
街
東
小
）

森
川
憲
吾
（
南
志
津
小
）

安
原
直
子
（
大
室
台
小
）

平
沢
和
俊
（
市
原
市
立
明
神
小
）

●
転
出

教
諭
・
椎
名
幸
子
（
布
鎌
小
）

林
田
富
江
（
内
野
小
）

長
澤
敏
夫
（
臼
井
小
）

立
田
宣
宏
（
佐
倉
小
）

〈
大
室
台
小
学
校
〉

●
転
入

教
頭
・
佐
藤
広
幸
（
国
立
教
員
研

修
所
）

教
諭
・
折
原
光
子
（
佐
倉
東
小
）

一
場
啓
子
（
佐
倉
東
小
）

安
達
景
子
（
八
街
北
小
）

小
林
由
香
里
（
美
郷
台
小
）

●
転
出

教
頭
・
山
倉
薫
（
香
取
市
立
小
見

川
西
小
）

齊
藤
浩
（
白
井
第
三
小
）

太
田
い
づ
み
（
佐
倉
東
小
）

名
古
屋
明
代
（
公
津
の
杜
小
）

安
原
直
子
（
酒
々
井
小
）

〈
酒
々
井
中
学
校
〉

●
転
入

校
長
・
齋
藤
喜
一
（
酒
々
井
町
教

育
委
員
会
）

教
諭
・
白
石
哲
也
（
印
旛
中
）

小
倉
明
美
（
富
里
南
中
）

髙
橋
嘉
德
（
遠
山
中
）

東
城
裕
子
（
八
街
北
中
）

郡
司
恵
里
加
（
西
志
津
中
）

●
転
出

校
長
・
角
井
一
郎
（
千
代
田
中
）

教
諭
・
勝
又
敏
子
（
西
中
）

中
嶋
宣
雅
（
西
志
津
中
）

清
水
紀
子
（
印
旛
中
）

篠
塚
和
恵
（
中
台
中
）

【
新
規
採
用
】

酒
々
井
小
教
諭
・
萩
原
塁
樹

大
室
台
小
教
諭
・
後
藤
央

酒
々
井
中
教
諭
・
星
野
由
美
子

【
退
職
】

教
諭
・
池
田
典
子

教
諭
・
太
田
康
博

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
国
の
仕
事
や
独
立

行
政
法
人
、
特
殊
法
人
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
（
例
え
ば
年
金
、
医

療
保
険
、
労
働
災
害
、
登
記
事
務
、

道
路
、行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

皆
さ
ん
の
苦
情
や
困
り
ご
と
を
お

聴
き
し
、
そ
れ
ら
の
解
決
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
17
日
㈭

　
　
　
　
13
時
～
16
時

会
　
場
　
役
場
中
央
庁
舎
１
階
会

議
室

相
談
委
員
　
齋
藤
　
照
一
さ
ん

　
　
　
　
　
大
岡
　
佳
代
さ
ん

※
相
談
は
、
こ
の
日
以
外
で
も
、

次
の
機
関
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務
所
行

政
相
談
苦
情
１
１
０
番
☎
（
０
５

７
０
）
０
９
０
１
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談
等

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.soum

u.go.jp/k

anku/kanto/chiba.htm
l

問
い
合
わ
せ
　
経
営
企
画
課
広
報

広
聴
班
☎

２
２
２

教
　
職
　
員

5 月 17 日に
｢行政相談所｣ を開設

　中央公民館は、月曜日を定期休館日と定めて

いましたが、６月から月曜日も夜間を除き、利

用できるようになります。

　利用日の１か月前から申請を受け付けますの

で、ぜひご利用ください。

　なお、月曜日が祝日の場合や施設管理に伴う

定期点検等の場合は休館となります。

問い合わせ　中央公民館☎（４９６）５３２１

中央公民館は 6 月から
　　　 月曜日も利用できます

H24.  5.  1 5



住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

　「
酒
々
井
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
制
度
」
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
環
境
の
向
上
や
町
内
産

業
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

場
合
に
町
が
そ
の
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
制
度

で
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

の
活
用
を
お
考
え
の
方
は
、
以
下

の
内
容
を
確
認
し
、
ま
ち
づ
く
り

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
町
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
で
、

申
し
込
み
日
現
在
、
町
税
等
の
滞

納
が
な
い
方

補
助
対
象
工
事
　
消
費
税
を
除
い

た
工
事
費
が
20
万
円
以
上
と
な

る
も
の
で
次
の
全
て
の
要
件
に
該

当
す
る
工
事

 

・ 

こ
れ
か
ら
着
工
す
る
工
事
で
、

平
成
25
年
２
月
末
ま
で
に
実
績

報
告
書
の
提
出
が
で
き
る
工
事

 

・ 

町
内
の
施
工
業
者
（
酒
々
井
町

内
に
本
店
の
あ
る
法
人
や
住

所
の
あ
る
個
人
事
業
主
）
が
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

 

・ 

住
宅
（
個
人
住
宅
・
併
用
住
宅
）

の
修
繕
、
改
築
、
増
築
、
模
様

替
え
、
補
修
、
改
造
、
設
備
改

善
等
の
工
事
（
併
用
住
宅
の
場

合
は
住
宅
部
分
の
み
が
対
象

で
、
共
同
住
宅
の
場
合
は
個
人

住
宅
部
分
の
み
が
対
象
で
す
）

 

・ 

基
礎
、
壁
、
柱
、
小
屋
組
、
土

　
台
、
斜
材
、
床
、
屋
根
、
横
架

　
材
、
開
口
部
等
の
修
繕
お
よ
び

　
補
強

 

・
屋
根
お
よ
び
外
壁
の
塗
装

 

・ 

内
装
お
よ
び
建
具
の
修
繕
、
畳

替
え
、
間
取
り
変
更
等
の
模
様

替
え
、
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ

の
改
修
、
断
熱
性
・
気
密
性
・

遮
音
性
工
事
、
防
火
・
防
犯
・

給
排
水
・
ガ
ス
・
電
気
・
床
暖

　
房
・
衛
生
・
換
気
設
備
等
改
修

　
工
事

 

・
増
築
、
改
築
等

 

・ 

外
構
工
事
（
既
存
施
設
の
修
繕

に
限
る
）

次
の
よ
う
な
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す

補助金交付までの流れ

まちづくり課で相談を受け付けていますのでお気軽にご相談ください。

町内業者へ相談・工事内容の決定

工　事　の　実　施

事 前 相 談

補助金交付申請書に必要事項を記入、押印のうえ必要書類を添付してまちづくり課へ
提出してください。　　※11月末までに交付申請書を提出してください。

交付申請書の提出

リフォーム工事の完了後１か月以内、または平成25年２月末日までに、住宅リフォーム
補助金実績報告書に必要書類を添付してまちづくり課へ提出してください。

実績報告書の提出

交付申請時の書類と実績報告書を比較し、補助金額を決定します。
その後、町から補助金交付確定通知書を送付します。

補助金額の決定

補助金の額の確定後、２週間以内に住宅リフォーム補助金交付請求書をまちづくり課
へ提出してください。

補 助 金 の 請 求

補助金交付請求書に記載された指定口座へ町から補助金が振り込まれます。

補 助 金 の 交 付

補助金の交付が決定された場合は、町から補助金交付決定通知書を送付します。
なお、応募者多数の際は、補助を受けられない場合があります。

補助金の交付決定

6

リフォームをお考えの方は
ご相談ください。



広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

　
国
が
実
施
し
て
い
る
住
宅
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
や
町
で
実
施
し
て

い
る
次
の
制
度
を
利
用
し
て
補
助

金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
補
助

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。（
同

一
工
事
箇
所
で
他
の
制
度
と
併
用

し
て
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）

 

・ 

障
害
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業
（
健
康
福
祉
課
）

 

・ 

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
給
付

（
健
康
福
祉
課
）

補
助
対
象
外

　
　
　
と
な
る
場
合

 

・ 

生
活
排
水
対
策
浄
化
槽
推
進
事

業
（
経
済
環
境
課
）

 
・ 
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
事
業
（
経
済
環
境

課
）

 

・ 

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業
（
ま

ち
づ
く
り
課
）

補
助
対
象
工
事
の
審
査
　
対
象
工

事
に
つ
い
て
は
、
工
事
内
容
の
審

査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
補
助
対

象
と
な
る
工
事
で
あ
っ
て
も
応
募

者
多
数
に
よ
り
予
算
の
範
囲
を
超

え
る
場
合
は
、
補
助
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額
　
工
事
金
額
の
10
パ

ー
セ
ン
ト
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

で
、
最
高
限
度
額
は
10
万
円
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
併

せ
て
浸
透
ト
レ
ン
チ
や
貯
留
浸
透

槽
等
の
雨
水
抑
制
施
設
設
置
工
事

を
行
う
場
合
は
、
補
助
金
額
に
２

万
円
を
追
加
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
11
月
30
日
㈮

注
意
事
項
　

 

・ 

申
し
込
み
前
に
着
工
し
て
い
る

工
事
ま
た
は
完
了
し
て
い
る

工
事
は
補
助
金
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
工
事
着
工

前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

補
助
金
の
交
付
は
一
住
宅
に
つ

き
１
回
限
り
で
す
。

 

・ 

業
者
等
代
理
申
請
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

 

・ 

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
、
改

修
の
内
容
や
改
修
費
の
増
減

等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

補
助
金
変
更
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制

度
は
、
町
内
施
工
業
者
が
行
う
工

事
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
課
で
は
「
町
内
施
工

業
者
一
覧
表
」
作
成
し
配
布
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
覧
表
に
掲
載
を
希
望

す
る
町
内
施
工
業
者
は
、
ま
ち
づ

く
り
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち

づ
く
り
課
計
画
整
備
班
☎

１
５
６

町
内
施
工
業
者
の

一
覧
を
配
布

【事例①】工事費が1,000,000円未満の場合
　工事費　　       　　     （補助率） 　   （千円未満切捨て）
　  725,800円（税抜き）×10%＝　　　72,000円

【事例②】工事費が1,000,000円以上の場合
　工事費　　            　　（補助率）    　（千円未満切捨て）
　1,258,000円（税抜き）×10%＝　　  125,000円
          　　　　　　　　　　　　　　        ↓
      　   （上限額10万円が適用されます）100,000円
　

【事例③】リフォーム工事に併せて雨水抑制施設設置工事
　　　　を行う場合
　工事費　　                  （補助率）       （千円未満切捨て）
　1,258,000円（税抜き）×10%＝　　  125,000円
          　　　　　　　　　　　　　　        ↓
            （上限額10万円が適用されます）100,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　         ＋
　     リフォーム工事と併せて、雨水抑制…20,000円
　     施設の設置工事を行う場合

補助金額の計算例
補助金額は工事金額の
10パーセントで、最高
限度額が10万円です。
さらに、雨水抑制施設
設置工事を行う場合は
補助金額が2万円追加。

H24.  5.  1 7

自然の恵みを活用しませんか！
 人に、環境に、未来に優しい・・・・・太陽光発電

1ｋｗあたり標準工事代込 520,000円
システム保証10年・出力保証25年品質と安さを追求して

この価格

例
24年度の国および自治体の補助金はご確認ください。
＜発売中＞オートで深夜電力料金で蓄電し昼にそれを放電する蓄電池が
発売となりました。もちろん停電時もOKです。
太陽光で発電する電力は全て売電することができます。

詳しくは　 有限会社　協和商事　酒々井町下台58-1-205
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎043-496-5111

 205ｗ×15枚→3,075ｗ×520,000＝1,599,000（税別）

広告



脱 

メ
タ
ボ
！

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

○�

町
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

　
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
の
あ
る
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ
の
予
備
群
を
見

つ
け
る
た
め
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
の
方
に
、

「
特
定
健
康
診
査
」
を
行
い
ま
す
。

同
じ
日
程
で
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
方
に
、「
高
齢
者
の
健
康
診
査
」

を
行
い
ま
す
。

　
日
程
表
の
と
お
り
６
月
と
11
月

に
地
区
ご
と
に
実
施
し
ま
す
の
で
、

指
定
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
、
健
診
日
の
１
か

月
前
に
町
か
ら
「
受
診
票
」
を
送
付

し
ま
す
。
受
診
当
日
は
、
受
診
票
を

持
参
し
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

 

・
健
診
内
容
は
？

　
基
本
的
な
検
査
項
目
を
行
い

ま
す
。

①
質
問
票
（
服
薬
歴
、喫
煙
歴
等
）

②
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
肥

満
度
、
腹
囲
）
③
身
体
診
察
④
血

圧
測
定
⑤
血
液
検
査（
脂
質
検
査
、

血
糖
検
査
、
肝
機
能
検
査
）
⑥
尿

検
査
（
尿
糖
、
尿
た
ん
ぱ
く
）
⑦

そ
の
ほ
か
医
師
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
の
検
査
（
心
電
図
検
査
、

眼
底
検
査
、
貧
血
検
査
）

※
75
歳
以
上
の
方
は
、
②
の
う
ち

腹
囲
の
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

・
が
ん
検
診
は
？

　
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん

な
ど
の
検
診
は
、
別
日
程
で
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に

配
付
し
た
「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
」
や
、
広
報
７
月
号
・
８
月

号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

・
健
診
の
費
用
は
？

　
無
料
で
す
。
健
診
費
用
は
、
国

保
税
や
後
期
高
齢
者
保
険
料
で
賄

い
ま
す
。

 

・
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
と
き

は
？

　
他
の
日
程
に
変
更
で
き
ま
す
。

変
更
の
連
絡
は
不
要
で
す
。

 

・
申
し
込
み
は
す
る
の
？

　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

11
月
実
施
地
区
の
方
が
、
６
月
の

日
程
に
変
更
す
る
場
合
の
み
、
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
診

日
の
10
日
前
ま
で
に
住
民
課
国

保
班
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
者
は
？

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
利
用

（
予
定
含
む
）
さ
れ
た
方
は
、「
特

定
健
康
診
査
」
と
「
高
齢
者
の
健

康
診
査
」
を
受
け
た
も
の
と
見
な

さ
れ
ま
す
の
で
、
町
が
行
う
「
特

定
健
康
診
査
」
等
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

や
共
済
組
合
な
ど
が
「
特
定
健
康

診
査
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
で

は
行
い
ま
せ
ん
。

　
日
程
や
「
受
診
券
」
の
入
手
方

法
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

ま
た
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
班

☎

１
２
３ 

・
１
２
４

平成24年度　特定健康診査・高齢者の健康診査日程表	
○受付時間　８時30分～11時　※早い時間帯は混み合います。

○指定日に受診できない方は、変更できます。変更の連絡は不要です。
　 ただし、11月実施地区の方が、６月の日程に変更する場合は、受診票を送

付しますので、受診日の７日前までに住民課国保班へご連絡ください。

健診日 対象地区 会　　場

６月11日㈪ 下台・酒々井 保健センター

６月12日㈫
上本佐倉・本佐倉

（ただし、成城台を除く）
隣保館

６月13日㈬ 馬橋・墨・尾上・飯積 コミュニティプラザ

６月14日㈭
成城台・上本佐倉１丁目・
中川

保健センター

６月15日㈮ 上岩橋
保健センター

６月16日㈯
柏木・下岩橋・伊篠・伊篠
新田・篠山新田・今倉新田

11月５日㈪ 東酒々井１丁目・２丁目

保健センター

11月６日㈫ 東酒々井３丁目・４丁目

11月７日㈬ 東酒々井５丁目・６丁目

11月８日㈭ 中央台１丁目・２丁目

11月９日㈮ 中央台３丁目・４丁目

11月10日㈯ ふじき野１丁目～３丁目
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町
で
は
、
地
震
に
よ
る
家
具
の

転
倒
等
の
被
害
か
ら
高
齢
者
の
身

体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
家

具
転
倒
防
止
器
具
等
の
購
入
ま
た

は
取
り
付
け
を
行
う
方
に
対
し
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
取
付
費
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

75
歳
以
上
の
方
等
で
構
成
さ
れ
る

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
世
帯
主

補
助
金
の
額
　
家
具
転
倒
防
止
器

具
等
の
購
入
ま
た
は
取
り
付
け
に

要
す
る
経
費
の
合
計
額
で
、
上
限

１
０
，
０
０
０
円

【
交
付
の
流
れ
】

① 

健
康
福
祉
課
に
補
助
金
交
付
申

請
書
を
提
出

② 

補
助
金
交
付
可
否
決
定
通
知
書

を
受
領

③ 

転
倒
防
止
器
具
等
を
購
入
ま
た

は
工
事
を
施
行

④ 
健
康
福
祉
課
に
補
助
金
実
績
報

告
書
を
提
出

⑤
補
助
金
額
確
定
通
知
書
を
受
領

⑥
補
助
金
を
請
求

⑦
補
助
金
を
受
領

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
３
　

　
町
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
療
機

関
や
持
病
、
常
用
の
薬
等
、
救
急

時
に
必
要
な
情
報
を
保
管
す
る
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
無
償
で
配

布
し
ま
す
。

　
救
急
隊
に
伝
え
た
い
情
報
を
情

報
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

75
歳
以
上
の
方
等
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
世
帯
主

キ
ッ
ト
の
内
容
　
保
管
容
器
、
ス

テ
ッ
カ
ー
、
救
急
情
報
シ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
３

　
町
で
は
、
災
害
時
に
一
人
で
避

難
で
き
な
い
方
に
対
し
、
災
害
時

に
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
伝
達
や

避
難
支
援
を
行
う
た
め
、
地
域
に

お
け
る
共
助
に
よ
る
避
難
支
援
体

制
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
と
も
に
支
え
合
い
助
け
合
う
地

域
の
手
」
町
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
登
録
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

対
　
象
　
災
害
か
ら
自
ら
を
守
る

た
め
に
安
全
に
避
難
す
る
な
ど
、

災
害
時
の
一
連
の
行
動
を
と
る
こ

と
に
支
援
を
要
す
る
次
の
①
か
ら

⑦
に
該
当
す
る
方
（
施
設
に
入
所

し
て
い
る
者
を
除
く
）

①
 75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
方
　

　（
ひ
と
り
暮
ら
し
も
含
む
）

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

　
方

③ 

身
体
、
知
的
、
精
神
に
障
害
を

持
つ
方

④
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
方

⑤
難
病
を
有
す
る
方

⑥
日
本
語
に
不
慣
れ
な
在
住
外
国

　
人
の
方

⑦ 

そ
の
他
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方

※
①
か
ら
⑦
に
あ
げ
る
方
で
、
必

要
な
個
人
情
報
を
地
域
支
援
者

（
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
）、
避
難
援
助
者
（
要
援
護
者

の
近
隣
に
居
住
し
、
普
段
の
見
守

り
や
災
害
時
等
に
お
い
て
可
能
な

限
り
情
報
の
伝
達
、
安
否
確
認
、

避
難
誘
導
等
の
支
援
を
行
う
方
）

お
よ
び
関
係
機
関
（
警
察
署
、
消

防
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員

児
童
委
員
）
に
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

登
録
方
法
　
健
康
健
福
祉
課
窓
口

で
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書

兼
登
録
台
帳
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
、
災
害
時
要
援
護

者
を
地
域
の
中
で
見
守
り
、
災
害

時
に
は
、
避
難
支
援
者
が
一
緒
に

避
難
し
た
り
す
る
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
い
う
共
助
の
精
神
に
基
づ

く
も
の
で
す
。
災
害
時
要
援
護
者

は
、
避
難
支
援
者
の
善
意
に
よ
り

支
援
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

名
簿
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、
災
害

時
等
の
支
援
が
保
障
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
３

家
具
転
倒
防
止

器
具
等
取
付
費

補
助
金

救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト

配
付
事
業

災
害
時
要
援
護
者

名
簿
登
録

制
度

「
と
も
に
支
え
合
い

　
　
　    

助
け
合
う
地
域
の
手
」

　町では誰もが安心して暮らせる福祉社会を将

来にわたり創
つく

っていくためには、従来の公的な機

関による施策、サービスだけでなく、住民、各種

団体、事業所など地域に関わる方々の活動や、互

いの協働による取り組みが必要と考えています。

　そこで皆さんから地域福祉計画策定について

のご意見をいただきたく「（仮）地域福祉計画策

定委員会」の委員を募集します。

　地域福祉計画は、町、社会福祉協議会、福祉関

係団体、事業所が地域で行う取り組みなどを示

し、今後、施策を展開していくうえでの柱立てや

推進の基本事項を定めるものであり、地域福祉を

推進するための基本計画的な役割を担うものです。

任　　期　６月1日～平成25年３月31日（予定）

募集期限　５月 21 日㈪

募集人数　２人程度

申込方法　申込書に必要事項を記入し「福祉活

動による地域の活性化」をテーマに小論文（800

字程度）を健康福祉課に提出してください。

その他　報酬はありません。

※申込書および詳細については、町ホームペー

ジに掲載しています。なお、希望者には、送付

しますのでご連絡ください。

問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３４

地域福祉計画策定にあなたの意見を

「（仮）地域福祉計画策定委員会」委員募集
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軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
は
５
月
24
日
ま
で
に

　酒々井町暴力団排除条例施行に伴

い、町長と佐倉警察署長（写真左）が、

3 月 27 日に協定書の締結を行いまし

た。

　これは、公共工事の入札参加制限や

町の事務事業対象者から暴力団員等の

排除を徹底し、支援を講ずるための連

携を図るために行われたものです。

問い合わせ　総務課危機管理室☎ ２

１５

軽
自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い

　
軽
自
動
車
税
は
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
で
軽
自
動
車
を
所
有
す

る
方
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
は
５
月
15
日
㈫
に

発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

納
付
期
限
の
５
月
31
日
㈭
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
、
精
神
に
障
害
が
あ
る
方

が
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
軽
自
動

車
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
の
対
象

（
１
人
１
台
）
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、
税
務

課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
運
転
免
許
証

③ 

納
税
通
知
書
（
５
月
15
日
㈫
発

送
予
定
）

④ 

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

申
請
場
所
　
税
務
課
窓
口

申
請
期
限
　
５
月
24
日
㈭

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２

　
　

　
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
、
５

月
31
日
㈭
で
す
。

　
５
月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
な

ど
で
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
一
部
を
除
く
）
で
も
納
付
が

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封

の
「
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
税
事
務
所

☎
（
２
４
３
）
２
７
２
１
、
佐
倉

県
税
事
務
所
☎
（
４
８
３
）
１
１

５
０

　　
老
後
や
万
一
の
と
き
、
生
活
の

支
え
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
万

一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る

と
、
将
来
も
ら
え
る
は
ず
の
老
齢

基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
保
険
料
は
２
年
を
過
ぎ

る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
昨
年
８
月
に
公
布
さ

れ
た
「
年
金
確
保
支
援
法
」
に
よ

り
、
２
年
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
保

険
料
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
か
ら

３
年
間
の
特
例
措
置
と
し
て
、
過

去
10
年
分
ま
で
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
納
付
す
る
際
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
過
去
10
年
以
内
に
未
納
が
あ
る

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６

５　
農
作
物
の
収
穫
時
期
を
迎
え
有

害
鳥
獣
捕
獲
駆
除
（
カ
ラ
ス
、
ド

バ
ト
の
駆
除
）
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

捕
獲
期
間
　
５
月
14
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
１
日
㈮

捕
獲
区
域
　
市
街
地
付
近
を
除
く

町
内
の
水
田
、
畑
地
全
域

※
こ
の
時
期
は
、
近
隣
市
町
で
も

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
農
政

振
興
班
☎

３
４
１ 

・
３
４
３

自動車税は期限内に
納めましょう

国民年金保険料の
納め忘れは

ありませんか？

有
害
鳥
獣
捕
獲
駆
除
を

実
施
し
ま
す

暴力団のいない
安全安心なまちづくり

未
納
を
減
ら
す

　
　
絶
好
の
機
会
！
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住
民
公
益
活
動
補
助
金

対
象
事
業
の
募
集

　
自
立
・
協
働
・
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
地
域
の
課
題
に

住
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む

た
め
、
住
民
主
体
の
公
益
活
動
を

支
援
す
る
住
民
公
益
活
動
補
助
金

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
、
町
を
活
性
化

す
る
た
め
に
「
酒
々
井
の
名
所
を

み
ん
な
に
広
め
た
い
」「
町
の
商
店

街
を
活
性
化
し
た
い
」「
町
民
の
財

産
で
あ
る
文
化
財
を
守
り
伝
え
た

い
」
な
ど
、
町
の
活
性
化
や
地
域

の
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
、
住

民
主
体
の
団
体
が
自
主
的
に
企
画

立
案
し
た
公
益
事
業
を
支
援
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

応
募
方
法
　
住
民
協
働
課
、
井
戸

端
、
中
央
公
民
館
、
プ
リ
ミ
エ
ー

ル
酒
々
井
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
で
配
布
し
て
い
る
「
応
募
の
手

引
き
」
に
従
い
、
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
す
る
資

料
を
添
付
の
う
え
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
類
等
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
住
民
活
動
情
報
サ
イ

ト
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
１
日
㈫
～
６
月

15
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
６
月
15
日

㈮
必
着
）

そ
の
他
　
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

の
質
問
・
相
談
等
は
、
住
民
協
働

課
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
の
対
象
団
体
に
よ

る
実
績
報
告
会
を
５
月
19
日
㈯
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
２

８
５
‐
８
５
１
０
　
中
央
台
４
‐
11

住
民
協
働
課
☎

３
６
１

　
住
民
公
益
活
動
補
助
金
に
応
募

し
た
団
体
の
事
業
に
つ
い
て
、
公

益
事
業
と
し
て
支
援
す
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
の
か
、
審
査
・
選

考
を
行
う
た
め
に
審
査
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法
　
住
民
協
働
課
、
井
戸

端
、
中
央
公
民
館
、
プ
リ
ミ
エ
ー

ル
酒
々
井
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
で
配
布
し
て
い
る
「
募
集
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

「
住
民
協
働
」
を
テ
ー
マ
に
小
論

文
（
１
，
０
０
０
字
以
内
）
を
添

付
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
類
等
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
住
民
活
動
情
報
サ
イ

ト
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

募
集
期
間
　
５
月
１
日
㈫
～
５
月

31
日
㈭
（
郵
送
の
場
合
５
月
31
日

㈭
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
２

８
５
‐
８
５
１
０
　
中
央
台
４
‐
11

住
民
協
働
課
☎

３
６
１

　
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

は
、
人
道
の
原
則
の
も
と
、
国
内

の
災
害
時
の
救
護
、国
外
の
紛
争
、

災
害
、
病
気
な
ど
で
苦
し
む
人
々

へ
の
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
道
的
活
動
は
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
善
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
活
動
の
公
共
性
と
特
殊

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
活
動
資

金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

最
高
で
20
万
円
を
補
助
し
ま
す

住
民
公
益
活
動
支
援
事
業

住
民
公
益
活
動
補
助
金

審
査
委
員
の
募
集

５
月
と
６
月
は

　
　
赤
十
字
運
動
月
間

～
人
間
を
救
う
の
は
、
人
間
だ
～

　｢美しいふるさと

づくり運動｣ の一

環として、ごみの

散乱防止と再資源

化促進の普及啓発

を目的に、散乱ご

みの県内一斉清掃

（ゴミゼロ運動）が

行われます。

　町内各地でも 5 月 27 日㈰（小雨決行）

に自治会や各種団体のご協力をいただ

き、道路や空き地に投げ捨てられたビン・

カンなどの散乱ごみの清掃を行う環境美

化運動を実施します。

　なお、雨天の場合は順延せず中止しま

す。

　また、実施の有無については当日防災

行政無線でお知らせします。

　快適できれいなまちづくりのために皆

さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　経済環境課環境班☎ ３４

２・３４４

5月27日㈰は
　　　ゴミゼロ運動

補助金額は3分の2（限度額20万円）と6分の5
（限度額10万円）から選択できます

①補助対象経費の3分の2（限度額20万円）が補助される場合

　（例：補助対象経費30万円＝補助金額20万円＋自己負担額10万円）

②補助対象経費の6分の5（限度額10万円）が補助される場合

　（例：補助対象経費12万円＝補助金額10万円＋自己負担額2万円）
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教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
家
庭

教
育
学
級
（
親
と
し
て
の
学
び
の

場
）
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
学
級
で
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
を
基
に
計
画
を
立
て
、
１
年
間

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
親

同
士
が
子
育
て
の
喜
び
や
悩
み

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
、
交
流
し

た
り
し
な
が
ら
自
分
の
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
に
「
合
同
開
級
式
」、
７

月
以
降
に
「
学
習
会
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
２
歳
以
上
の
子
ど
も
が
対
象
の

保
育
室
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
小
・
中
学
校
に
も
家

庭
教
育
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

【
各
学
級
の
説
明
会
】

日
　
時
　
５
月
18
日
㈮
　
10
時
～

会
　
場
　
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
☎（
４
９
６
）

５
３
３
４

　
町
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤

廃
・
人
権
尊
重
都
市
」
を
宣
言
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
人
権
教

育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
近
年
、「
人
権
」
に
関
す
る
状

況
は
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
、
人
権
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
５
月
29
日
㈫

　
　
　
　
15
時
～
16
時
30
分

会
　
場
　
隣
保
館

講
演
内
容
　
人
権
思
想
は
な
ぜ
作

ら
れ
た
か

講
　
師
　
社
団
法
人
千
葉
県
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
　
鎌
田

行
平
氏

定
　
員
　
50
人
（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

　
自
ら
を
長
年
支
え
て
く
れ
て
い

る
小
さ
な
足
を
い
た
わ
っ
て
い
ま

す
か
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
布
ぞ
う
り

（
室
内
用
）
で
こ
れ
か
ら
の
季
節

を
さ
わ
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
５
月
30
日
㈬

　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
和
室

定
　
員
　
15
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
幅
４
セ
ン
チ
で
長
さ
２

メ
ー
ト
ル
の
布
を
16
本
、
幅
６
セ

ン
チ
で
長
さ
50
セ
ン
チ
の
布
を
８

本
、
は
さ
み
、
針
、
糸
、
洗
濯
バ

サ
ミ

申
込
期
限
　
５
月
15
日
㈫

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
宛

先
〒
２
８
５
‐
０
９
２
２
　
中
央

台
４
‐
10
‐
１
　
中
央
公
民
館

「
布
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
係
」
と

記
載
し
、
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
③
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
学
級
　
小
学
校

入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
の
学
級

な
ず
な
学
級
　
高
校
生
か
ら
20

歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
学
級

地
域
の
よ
り
良
い

人
間
関
係
塾

～
素
足
で
健
康
～

布
ぞ
う
り
を

　
　
　
つ
く
ろ
う

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー

人
権
ふ
れ
あ
い
講
座
共
催

し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　当日は、ハーブの苗・寄せ植鉢・ハーブ

関連商品、ハーブソーセージのホットドッ

ク販売など、楽しい企画を多数予定してい

ます。また、今年は開園20周年のイベン

トとして「ガーデンクイズ」を行います。

クイズに正解された方（先着50人）には

記念品を差し上げます。

　花盛りを迎えたガーデンでハーブがも

たらす安らぎを感じに、ぜひご来園くだ

さい。

日　時　5 月 19 日㈯　10 時～ 14 時

※通常の開園時間は 10 時から 16 時まで

となります。（月曜定休日）

会　場　しすいハーブガーデン

問い合わせ　しすいハーブガーデン☎

（４９６）４９０９、酒々井コミュニティ

プラザ☎（４９６）４４６１

　今年も恒例の「順天堂大学裸まつり」が

6 月 3 日㈰に開催されます。

　町民の皆さんと学生との交流会とし、

「ロックソーラン｣ を学生と一緒に踊れる

町内の１団体を募集します。

申込期限　5 月 14 日㈪

申し込み・問い合わせ　経済環境課商工

観光班☎ ３４５

しすいハーブガーデンまつり

裸まつりをロックソーランで
盛り上げよう

花盛りのガーデンでリフレッシュ 同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
と

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
24
年
度
家
庭
教
育
学
級
生
募
集
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ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
コ
マ

図
（
地
図
）
を
見
な
が
ら
コ
ー
ス

を
た
ど
り
、
問
題
を
解
い
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
す
。

日
　
時
　
５
月
20
日
㈰
　
９
時
～

９
時
30
分
受
付
　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所
　
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天

国持
ち
物
　
弁
当
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

着
替
え
（
天
候
に
よ
っ
て
）

対
　
象
　
特
設
コ
ー
ス
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
度
を
歩
け
る
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
（
保
険

料
と
し
て
当
日
集
金
し
ま
す
）

申
込
方
法
　
１
組
２
人
以
上
５
人

ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
当
日
会
場
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
５
月
８
日
㈫
の
新
聞

折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

主
　
催
　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

行
き
先
　
養
老
渓
谷
方
面
（
約
12

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
）

期
　
日
　
６
月
９
日
㈯
　
※
雨
天

中
止

対
　
象
　
町
内
在
住
で
成
人
の
方

80
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
２
，
０
０
０
円
（
バ
ス

代
等
と
し
て
当
日
集
金
し
ま
す
）

申
込
期
間
　
５
月
９
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
日
㈬

※
詳
し
く
は
５
月
９
日
㈬
の
新
聞

折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う

え
、
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
町
健
康
体
力
づ
く
り
推

進
員
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ポ
ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

　
競
技
テ
ニ
ス
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
心
身
の
健
康
維
持
を
目
的

と
し
て
、
楽
し
く
、
や
さ
し
く
、

基
礎
練
習
と
試
合
形
式
の
練
習
を

通
し
て
、
軽
い
運
動
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
�
ン
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
９
日
か
ら
６
月
６

日
ま
で
の
各
水
曜
日
　
９
時
30
分

～
11
時
30
分

会
　
場
　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト対
　
象
　
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
た

い
方
、
シ
ニ
ア
、
主
婦
の
方
で
入

門
者
か
ら
初
級
者
（
原
則
20
歳
以

上
、
町
内
在
住
、
在
勤
）

※
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ラ
ケ
ッ
ト
の

貸
出
は
あ
り
ま
す
。（
数
に
限
り

有
り
）

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
会
場
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
町
体
育
協
会
テ
ニ

ス
専
門
部
　
今
井
☎
（
４
９
６
）

２
０
７
５

　
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
芸
術
部

門
サ
ー
ク
ル
が
、
磨
き
上
げ
た
質

の
高
い
舞
台
を
披
露
し
、
あ
わ
せ

て
町
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
第
１
回
は
、
17
団
体
で
筝そ
う

曲
、

尺
八
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
大

正
琴
、
沖
縄
三
線
な
ど
の
器
楽
演

奏
や
女
声
コ
ー
ラ
ス
、
吟
詠
、
民

謡
、
謡
曲
な
ど
の
和
洋
の
歌
で
舞

台
を
飾
り
、
ま
た
、
日
舞
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
で
に
ぎ
わ
せ
ま
す
。

　
文
化
祭
と
は
一
味
違
う
１
日
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
声
楽
家
の
影

山
清
氏
に
よ
る
バ
リ
ト
ン
独
唱
が

あ
る
ほ
か
、
当
日
来
場
し
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
な
お
、当
日
集
ま
っ
た
募
金
は
、

東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
全

額
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
20
日
㈰
　
10
時
開

場
（
10
時
30
分
開
演
）

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

主
　
催
　
町
文
化
協
会

共
　
催
　
町
・
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
会
長

星
野
☎
０
９
０
（
４
１
７
１
）
８

６
６
７

　中央公民館で毎年実施している「ボ

ランティア清掃」を今年度も毎月第 3

金曜日の朝８時 30 分から１時間程度

行います。

　今月は 18 日㈮

に実施する予定で

す。軍手、ほうき、

カマなどの道具をお持ちの方は持参

してください。

　なお、朝７時の時点で雨が降ってい

る場合は中止します。皆さんのご協力

をお願いします。

問い合わせ　中央公民館☎（４９６）

５３２１

ボランティア清掃に
　　　　　ご協力ください

新
し
い
発
見
が
！

第
24
回

ウ
�
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会

新
緑
と
滝
め
ぐ
り

コ
ー
ス
を
歩
こ
う

初
心
者

　
　
テ
ニ
ス
教
室

第
１
回
チ
�
リ
テ
�
ー

芸
能
発
表
会

文
化
協
会
加
盟
サ
ー
ク
ル
公
演

︿
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
﹀
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写真左から第一ホーム石渡さん、山
下産業木内さん、小坂町長、酒々井
幼稚園木内さん、高木測量小池さん

　酒々井中学校に勤務していた栗田エツ子さん（写真左）が 3 月 30 日に町

を訪れ、小坂町長（写真中央）に現金 50 万円を手渡しました。

　栗田さんは、佐倉市在住で長年にわたり酒々井中学校のスクールサポート

指導員として勤務していましたが、今年の 3 月に退職されました。

　栗田さんからは「酒々井中学校の英語科教員として 8 年、教員退職後も酒

々井中学校のスクールサポート指導員として 9 年間勤務できました。大好き

な酒々井町の子どもたちのために役立ててください」と言葉がありました。

　なお、寄附金は町内小中学校の子どもたちの国際理解教育を推進するために、有効に活用させていただきます。

　財団法人藤本育英会（理事長：藤本光弘さん

写真左）が 3 月 30 日、酒々井中学校に楽器を寄

贈するために町を訪れ、小坂町長に目録を手渡

しました。

　同会は、教育研究活動への助成を目的として、

毎年酒々井中学校に教育機材を寄贈しています。

　なお、今回贈られたテナ

ーサックスなどの楽器は中

学校から要望のあったもの

で、生徒の音楽科の学習や

部活動などに活用させてい

ただきます。

　創立 25 周年を迎える酒々井ラ

イオンズクラブ（会長：石渡一光

さん　写真右から 2 人目）の方々

が 3 月 21 日、町を訪れ、東條教育

長（写真右から 3 人目）に希望と

幸せの種でできている文武両道と

勝利の神様「勝っタネ！くん」の

絵柄がプリントされたランドセルカバーを手渡しました。

　このランドセルカバーは、交通安全を守ることを目的として

酒々井小学校と大室台小学校の新入学生に贈られたものです。

「勝っタネ！くん」の力で子どもたちが安全に守られ健やかに成

長してくれるといいですね。

　酒々井幼稚園、㈱第一ホーム、山下産業㈱、高木測量㈱の協力により、㈲イ

ーキューエンタープライズが 4 月 2 日、住民票の写しや各種証明などを交付す

る際に利用する窓口用封筒を１万枚寄贈しました。

　今回贈られた封筒は、住民課や税務課の窓口で有効に活用させていただきま

す。

●●●大好きな酒々井町の子どもたちへ

●●●

栗田さんが国際理解教育推進のため
町に 50 万円を寄付

●●● 4 事業所の協力により
　　　　　　　　　窓口用封筒が寄贈●●●

藤本育英会が
　酒々井中学校に楽器を寄贈

酒々井ライオンズクラブが「勝っタネ！くん
ランドセルカバー」を新入学生に寄贈
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♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

ト
ラ
ン
プ
の
独
り
占
ひ
春
の
風
邪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
良
靖

曾
孫
ら
と
撮
ら
れ
今
宵
は
雛
の
客
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
応
仙

旧
街
道
余
寒
籠
り
し
杉
並
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
緑
酔

啓
蟄
や
神
の
御
杉
の
根
元
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
木
　
　
元

く
つ
ろ
ぎ
の
時
霜
焼
の
指
痒
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
　
波
葉

卒
業
生
去
り
ゆ
く
庭
の
黄
水
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
美
津
江

野
良
猫
の
踏
ま
ず
に
過
ぎ
る
花
薊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
　
和
夫

あ
ら
た
め
て
子
ら
に
文
書
く
夜
半
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
正
子

送
り
来
た
る
孫
娘
の
卒
業
写
真
和
服
姿
の
淑し
と

や
か
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
栄
子

新
し
き
日
記
に
今
朝
は
書
き
入
れ
ぬ
サ
ー
ク
ル
活
動
と
通
院
の
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

週
に
一
度
は
顔
を
見
に
来
る
わ
が
娘
今
日
の
ラ
ン
チ
は
「
波
奈
」
に
行
か
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

年
古
り
し
土
蔵
に
並
ぶ
雛
の
群
雅
び
な
語
ら
い
聞
こ
ゆ
る
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

去
年
よ
り
身
長
一
セ
ン
チ
縮
み
た
り
縮
む
も
ま
た
生
く
る
証
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
昭
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
�︵
敬
称
略
︶

︵
金
銭
︶

・
小
井
戸
博
　
　
　
　
　
　
２
万
円

・
竹
下
照
男
　
　
　
　
　
　
２
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

あ
り
が
と
う

上田　　始くん（東酒々井）
　　　＜平成21年6月23日生まれ＞

218

はじめ

（
家
族
か
ら
一
言
）

　
　
　甘
え
ん
坊
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子

　
　
　ぼ
く
、
ボ
ウ
ズ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
〜

　火災や地震などの災害時に地域を守り、町の安全・安心を担っ

ている町消防団の入団式が 4 月8日、中央公民館で開かれました。

　式では齊藤一郎団長から各分団の新役員と新入団員に辞令が

交付されました。また、新入団を代表し、第 10 分団（下岩橋）

の伊藤直裕さん（写真中央）が「消防団員として社会に奉仕す

ることを誓います」と力強く宣誓しました。

●●● ●●●
消防団員として社会に奉仕します

「町消防団入団式」

在校生（手前）が歌で歓迎（酒々井小学校） 緊張した雰囲気の中で入場（酒々井中学校）

入
学
式
で
の

　
　
　
１
コ
マ
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
て
こ
と
ば
の
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
発
音
が
幼
い
、
こ
と
ば
が
遅
い
、
ど
も
っ

て
い
る
感
じ
が
す
る
な
ど
、
こ
と
ば
に
つ
い

て
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
日
　
５
月
11
日
㈮
、
５
月
25
日
㈮
、
６

月
８
日
㈮
、
７
月
13
日
㈮
、
７
月
27
日
㈮
、

８
月
10
日
㈮
、
８
月
24
日
㈮

時
　
間
　
９
時
～
15
時
（
１
人
あ
た
り
30
分

か
ら
１
時
間
程
度
）

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
主
に
４
歳
児
、
５
歳
児

内
　
容
　
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
、
個
別
の
相

談
と
指
導

申
込
方
法
　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　
乳
幼
児
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
21
日
㈪
、
５
月
28
日
㈪

　
　
　
　
13
時
～
15
時

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
図
書
館
司
書
、
保
健
師
ほ
か

定
　
員
　
15
人

※
講
座
終
了
後
に
４
か
月
乳
児
相
談
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
優
先

し
ま
す
。

申
込
方
法
　
５
月
14
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診
を〈
表
１
〉

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
都
合
に
よ
り
、
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん

検
診
が
同
時
に
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
検
診
日
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

変
更
で
き
ま
す
の
で
、
受
診
票
が
届
き
し
だ

い
保
健
セ
ン
タ
�
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

子
宮
が
ん
検
診
　
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　
12
時
45
分
～
14
時

乳
が
ん
視
触
診
　
12
時
45
分
～
14
時

乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
�
ー
・
エ
コ
ー

8
時
45
分
～
11
時
　
12
時
45
分
～
14
時

申
し
込
み
が
必
要
な
方
　
検
診
を
初
め
て
受

け
る
方
お
よ
び
昨
年
受
け
て
い
な
い
方

※
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
受

け
て
い
な
い
方

対
象
年
齢

【
子
宮
が
ん
検
診
】

20
歳
以
上
奇
数
歳
の
希
望
者
（
Ｈ
４
年
12
月

31
日
以
前
生
ま
れ
の
奇
数
歳
の
女
性
）

※
昨
年
度
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶

数
歳
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

【
乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
）】

30
歳
代
の
奇
数
歳
　
31
歳（
Ｓ
56
年
生
ま
れ
）、

33
歳
（
Ｓ
54
年
生
ま
れ
）、
35
歳
（
Ｓ
52
年

生
ま
れ
）、
37
歳
（
Ｓ
50
年
生
ま
れ
）、
39
歳

（
Ｓ
48
年
生
ま
れ
）

40
歳
代
の
奇
数
歳
　
41
歳
（
Ｓ
46
年
生
ま

れ
）、
43
歳
（
Ｓ
44
年
生
ま
れ
）、
45
歳
（
Ｓ

42
年
生
ま
れ
）、
47
歳
（
Ｓ
40
年
生
ま
れ
）、

49
歳
（
Ｓ
38
年
生
ま
れ
）

※
50
歳
以
上
の
方
は
隔
年
で
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
視
触
診
を
交
互
に
行
い
ま
す
。

【
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
�
ー
）】

40
歳
代
の
偶
数
歳
　
40
歳
（
Ｓ
47
年
生
ま

れ
）、
42
歳
（
Ｓ
45
年
生
ま
れ
）、
44
歳
（
Ｓ

43
年
生
ま
れ
）、
46
歳
（
Ｓ
41
年
生
ま
れ
）、

48
歳
（
Ｓ
39
年
生
ま
れ
）

※
50
歳
以
上
の
方
は
隔
年
で
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
視
触
診
を
交
互
に
行
い
ま
す
。

【
乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
検
査
）】

30
歳
代
の
偶
数
歳
　
30
歳
（
Ｓ
57
年
生
ま

れ
）、
32
歳
（
Ｓ
55
年
生
ま
れ
）、
34
歳
（
Ｓ

53
年
生
ま
れ
）、
36
歳
（
Ｓ
51
年
生
ま
れ
）、

38
歳
（
Ｓ
49
年
生
ま
れ
）

申
込
期
限
　
５
月
21
日
㈪
（
期
限
厳
守
）

申
込
方
法
　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き
（
５
月
21
日
㈪
必
着
）
②
Ｅ
メ
ー

ル
③
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
④
電
話
⑤
Ｆ
Ａ
Ｘ

検
診
費
用

 

・
子
宮
が
ん
検
診
　
　
　
　
　  

５
０
０
円

 

・
乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
）　 

　
５
０
０
円

 

・
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

 

・
乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）
１
，
０
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方
　
次
に
該
当
す

る
方
は
、
検
診
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◎
75
歳
以
上
の
方
　

※
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◎
生
活
保
護
世
帯
の
方
　

※
検
診
当
日
に
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
　

※
該
当
す
る
方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

注
意
事
項

◎
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
１
日
に
検
診
の
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
６
月
初
旬
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５
‐
８
５
１
０
　
中
央
台
４
‐
10
‐
１

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３

Ｅ
メ
ー
ル
　kenkou@

tow
n.shisui.chiba.jp
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こ
と
ば
の
教
室

﹁
プ
ラ
ム
﹂

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成

の
た
め
の
﹁
絵
本

読
み
聞
か
せ
講
座
﹂

〈表１〉乳がん、子宮がん検診日程表

期
　
日

検
診
の
種
類

６
月
22
日
㈮

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

６
月
25
日
㈪

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
26
日
㈫

乳
が
ん（
視
触
診
）

６
月
27
日
㈬

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

乳
が
ん（
エ
コ
ー
）

６
月
28
日
㈭

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

６
月
29
日
㈮

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

子
宮
が
ん
検
診

７
月
２
日
㈪

乳
が
ん（
視
触
診
）

７
月
３
日
㈫

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん（
視
触
診
）

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成



※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0～15歳まで）
所在　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
日時

◎成田市急病診療所
所在　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時 日曜・祝日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時
日曜・祝日

歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき
ジフテリア破傷風混合・日本脳炎

委託医療機関で
実施中

月～土曜日 　19時～翌日６時

日曜・祝日 　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
健
康
推
進
員
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
と
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
に
月
１
回
、
２
時
間
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
や
事
前
の
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
月
は
本
佐
倉
方
面
を
歩
き
ま
す
。

期
　
日
　
５
月
21
日
㈪
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

受
付
時
間
　
９
時
10
分
～
９
時
20
分
　

集
合
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
け
付
け
で
健
康
チ
�
ッ
ク（
血
圧
測
定
）

を
行
い
ま
す
。
自
宅
に
血
圧
計
が
あ
る
方
は

測
定
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
９
時
20
分
か
ら
準
備
体
操
を
開
始

し
ま
す
。

参
加
で
き
な
い
方

 

・ 

最
高
血
圧
１
８
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
、
最

低
血
圧
１
０
０
㎜
Hg
以
上
の
方

 

・ 

安
静
時
の
脈
拍
が
１
１
０
拍
以
上
ま
た
は
、

40
拍
以
下
の
方

 

・
体
調
不
良
の
自
覚
症
状
の
あ
る
方

持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴
と
服
装
、
飲
み
物
、

帽
子
、
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
相
談
員
募
集
に
あ
た
り
一
部
を
公
開
講
座

と
し
、
聴
講
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
相
談
員

に
限
ら
ず
「
心
の
病
」
や
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
」
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
26
日
㈯
、
６
月
２
日
㈯
、
16

日
㈯
、
23
日
㈯
、
30
日
㈯
　
14
時
～
16
時

会
　
場
　
千
葉
い
の
ち
の
電
話
セ
ミ
ナ
ー
室

（
千
葉
市
中
央
区
本
町
3
‐
1
‐
16
）

対
　
象
　
20
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方

定
　
員
　
70
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
１
２
，
０
０
０
円
（
全
５
回
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
法
人

千
葉
い
の
ち
の
電
話
☎
（
２
２
２
）
４
３
２

２試
験
期
日
　
７
月
25
日
㈬

試
験
会
場
　
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
美
浜
区

中
瀬
２
‐
１
）

願
書
配
布
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
福
祉
課
お
よ
び
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
成
田
支
所
で
配
布
中

願
書
受
付
　
５
月
22
日
㈫
～
５
月
24
日
㈭

受
付
時
間
　
10
時
～
16
時

受
付
場
所
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印

旛
保
健
所
）
２
階
多
目
的
室

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
合
同
庁
舎
内
印
旛
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

☎
（
４
８
３
）
１
１
３
４

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
で
あ
る
５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
の
看

護
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

日 内　　　容 時　間

8日㈫
乳
児
相
談

10か月児Ｈ23.6月生 10時～11時

4か月児Ｈ23.12月生 13時30分～14時30分

10日㈭
24日㈭
31日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

21日㈪
健康推進員のヘルシー
ウォーキング（雨天中止）

受付時間
9時10分～9時20分

22日㈫
3歳児健康診査

H20.10月生・11月生
受付時間

12時45分～13時15分

29日㈫ ポリオ
受付時間

13時～14時

毎週月曜日 健康相談 9時30分～11時

H24.  5.  1 17

健
康
推
進
員
と

一
緒
に
ヘ
ル
シ
�

ウ
�
�
キ
ン
グ

調
理
師
試
験

5
月
12
日
は
看
護
の
日

﹁
千
葉
い
の
ち
の
電
話
﹂

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
電
話
相
談
員

公
開
講
座

12



【手話学習会】

①日時　５月１日㈫　10時～ 12時
　会場　佐倉市中央公民館

【手話サロン】

②日時　５月18日㈮　13時30分～16時
　会場　町社会福祉協議会２階

【健康講座（講演会）】糖尿病を知ろう
③日時　５月26日㈯　13時30分～16時
　 会場　四街道市わろうべの里(南部

総合福祉センター )多目的ホール
　 講師　糖尿病看護認定看護師・糖尿

病療養指導士　高橋 弥生 氏
①～③ともに参加費は無料です。（①
が初めての方は教材費1,000円が必要）
※すべてを要約筆記（話を要約して、
スクリーンに映す）でサポートします。
※耳の不自由な方以外でも参加できま
す。申し込みは不要です。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会　印旛香取事務所事務
局　板倉☎０９０（５３０２）０３８５

（４４４）０２９８

　お住まいの地域で、皆さんが安心し
て暮らせるようお手伝いをします。
　たとえば、こんな時にご相談くださ
い。
＜もしかしたら認知症？＞

① さっき食べたばかりなのに、「ご飯
はまだ？」と聞く。

②家族の名前がわからない。
③慣れた道なのに迷ってしまう。
　センターの職員と一緒に考えましょ
う。相談はすべて無料です。

【出張講座】

　サークルの仲間などで福祉や健康に
ついて勉強したいときは、ぜひ声をか
けてください。センターの職員が伺い
ます。
　正しい知識を身につけて、何歳に
なっても元気で明るく過ごせるよう一
緒に考えてみましょう。
問い合わせ　地域包括支援センター
☎（４８１）６３９３

開設日時

①５月９日㈬　10時30分～ 12時
②５月19日㈯　10時～ 13時
③５月23日㈬　13時30分～ 15時
場所　①、③は駅前交流センター（JR
酒々井駅東口広場）②はハーブガーデ
ンまつり会場（コミュニティプラザ）
※諸事情により開設できない場合もあ
ります。 
問い合わせ　佐倉警察署移動交番係
☎（４８４）０１１０

【活動内容】★防犯情報の発信
★防犯パトロール★防犯キャンペーン
★学童のガード★会員の親睦
申し込み・問い合わせ　　
佐藤☎（４９６）４１３１
勝間☎（４９６）７００２ 

納付期限
　 5月31日㈭まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期

軽 自 動 車 税 全 期 5月の

「ブルドックス」会員募集

5月の移動交番中途失聴・難聴者のみなさんへ
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仲間になりませんか

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 17 日㈭、31 日㈭　13 時～ 16 時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 10 日㈭、24 日㈭　13 時～ 16 時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。

（先着順１日６件まで）

人権相談 ８日㈫　13 時～ 16 時　役場西庁舎２階会議室 人権推進課人権啓発班☎ ３３２

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～ 17 時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・鈴木秀子さん、長野みち子さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～ 17 時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～ 17 時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） ８日㈫　13 時～ 16 時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県） 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～ 16 時
印旛健康福祉センター地域保健福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育相談 印旛健康福祉センター家庭児童相談室
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～ 17 時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
11日㈮　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室
18日㈮　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時※月曜日は栄養相談も
中央保育園　随時

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

身近な相談窓口
町地域包括支援センター



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

　墨彩画・水彩画・絵手紙の合同作品
展をご覧ください。
日時　５月22日㈫～ 27日㈰
　　　10時から16時まで
会場　中央公民館１階ロビー

【墨彩庵会員募集】初心者2人募集
日時　毎月１･ ２･ ３金曜日　
　　　９時30分～ 12時
会場　中央公民館1階会議室
会費　月会費2,000円（部屋代別途）
問い合わせ　松村☎090（6303）2472

　本校へ入学を検討している方は５月
22日㈫までにお申し込みください。
日時　①小・中学部：５月30日㈬　
９時45分～ 11時50分　②高等部：５
月31日㈭　９時45分～ 11時50分
会場　県立印旛特別支援学校
問い合わせ　印旛特別支援学校特別支
援教育コーディネーター☎０４７６

（９８）２２００

　３Ｂ体操の道具を使って音楽に合わ
せてストレッチ、筋力トレーニングな
どを行います。
日時　5月29日㈫　10時～ 11時30分
会場　プリミエール酒々井多目的室
定員　10人（申込先着順）
参加費　無料
後援　千葉県
申し込み・問い合わせ　㈳日本３Ｂ体
操協会　池富☎090（1242）8226

期日　5月5日㈯
会場　プリミエール酒々井
内容　①大人とこどもの絵画展（多目
的室）10時～ 20時
②講演「絵画教室と絵画の効用」（多
目的室）10時30分～ 11時30分
講師：きしなみまさこ
③おもしろ絵画工房（会議室）13時
～ 17時30分の間随時
※③のみ参加費1人100円
後援　町教育委員会
問い合わせ　BeUP-ART＆きしなみま
さこ☎070（5597）2101

日時　5月20日㈰　8時～ 16時（雨天
決行）
会場　佐倉市岩名運動公園内佐倉相撲場
参加条件　佐倉市内、酒々井町内の小
学校4、5、6年生
後援　佐倉市、佐倉市教育委員会
協力　町、町教育委員会
問い合わせ　尾形090（7637）9515

日時　毎月第２水曜日（原則予約制）
　　　13時～ 17時
会場　中央庁舎1階会議室
内容　学校卒業後、中途退学後または
離職後、一定期間無業の状態にある方に
職業的自立を支援することを目的とし
て専門員による無料相談を実施します。
申し込み・問い合わせ　特定非営利活
動法人ワーカーズコープ成田地域福祉
事業所☎０４７６（３７）６８４５

受験資格　①平成24年４月１日にお
いて高等学校または中等教育学校を卒
業した日から起算して3年を経過して
いない方および平成25年3月までに高
等学校または中等教育学校を卒業する
見込みの方　②人事院が上記①に準ず
ると認める方
申込書交付期間　5月14日㈪～ 7月10
日㈫（土・日曜日は除く）
申込書受付期間　①インターネットの
場合６月26日㈫～７月５日㈭　②郵
送または持参の場合７月２日㈪～７月
10日㈫※できるだけ、インターネッ
ト（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
でお申し込みください。
試験日　①第1次試験　9月9日㈰
② 第2次 試 験　10月18日 ㈭ ～ 10月25
日㈭のうち指定する日
問い合わせ　成田税務署総務課　☎０
４７６（２８）５１５１ ３１２・３
１３

　「電話番号が変わった」「すぐにお
金が必要」「カードを預かる」「暗証番
号を教えて」「知り合いが取りに行く」

「振り込んで」「還付金を返すからＡＴ
Ｍに行け」は、詐欺です。
　「お金」や「カード」の話が出たら、
すぐに相談を！
　　　　　　ヨクシ　コール

０１２０（４９４）５０６
受 付 時 間　8時30分 ～ 17時15分（ 土
日祝日を除く）
問い合わせ　県環境生活部生活・交通
安全課☎（２２３）２３３３、県警察
本部生活安全総務課☎（２０１）０１
１０

墨・彩・展

第21回わんぱく相撲佐倉場所

平成24年度税務職員採用試験

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（5月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操
身体測定 9日㈬ 親子で体操 9日㈬

乳幼児と保護者
散歩（要予約・
10組限定） 23日㈬

読み聞かせ 16日㈬

エプロンシアター 23日㈬

H24.  5.  1 19

催 し ・ 講 座

お 知 ら せ
若者無業者等への
自立支援無料相談

「振り込め詐欺
専用ダイヤル」が開設

県立印旛特別支援学校
「学校見学会」

大人とこどもの絵画展と
おもしろ絵画

健康体操
ビューティーアップキャンペーン

日時　５月８日㈫、22日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　５月８日㈫、22日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

休日窓口開庁日　27日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

プリミエール酒々井休館日 5月1・2・7～10・14・21・28日 問（496）8681

17日（木）図書館のみ休館図書館館内整理日 問（496）8682
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「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　７月号掲載希望者は５月25日㈮までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　 05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　 10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　 20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、経
営企画課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内

﹁
上
岩
橋
の
獅
子
舞
﹂

伝
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の
舞
が
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神
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納

﹁
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舞
﹂
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日 行　　事　　名 掲　載
ページ

１㈫ 赤十字運動月間（5月～6月） 11

14㈪ 有害鳥獣捕獲駆除事業（～6月1日） 10

17㈭ 行政相談 5

18㈮ 家庭教育学級説明会 12

19㈯ しすいハーブガーデンまつり 12

20㈰

第24回ウォークラリー大会 13

文化協会加盟サークル公演
第1回チャリティー芸能発表会

13

24㈭ 軽自動車税減免申請期限 10

27㈰ おはなし会（15時～図書館）

29㈫
人権教育セミナー、人権ふれあい講座共催
「地域のよりよい人間関係塾」

12

30㈬
しすいタウンカレッジ　～素足で健康～
布ぞうりをつくろう

12

31㈭ 自動車税、軽自動車税納付期限 10

5月

笛と太鼓の演奏に合わせ獅子舞が奉納されました

猿と獅子による絶妙な駆け引きも見どころです


